







Description of the Meaning of the Compound Verb "Uchi～" in Its Various 








In this paper, I summarized the usages of " Utsu " at the first place, and then an attempt 
was made to describe the different meanings of the compound verb " Uchi " from its various 
usages. When it comes to the different meanings of the prefix " Uchi ",it is always found to 
be having a relationship with the verb " Utsu " and also influenced by the meanings of the 
following verb. Further, in the case of " Utsu " is used by being as a lexical compound verb, 
the ambiguity is eliminated and when it is interpreted by the basic meaning it becomes to 
be possible to analyze the meaning of that word. Further, at first sight, being one that is one 
word of what has nothing to do with the meaning of " Utsu ".But, it is intended to be a 
foundation of the meaning of that word, and also limit the meaning of it. In this way, no 
matter what usages of the word, as a prefix ,or as a lexical compound verb, or as one that is 














                                           






















                
表１ 
1.製作：刀を打つ 2.築造：土台を打つ 3.耕す：田を打つ 
4.傷害：頬を打つ 5.負傷：頭を打つ 6.挿入：釘を打つ 
7.固定：杭を打つ 8.縛る：縄を打つ 9.興行：芝居を打つ 
10.注入：コンクリートを打つ 11.記入：句点を打つ 12.刺入：串を打つ 
13.注射：注射を打つ 14.刺激：鼻を打つ 15.感動：心を打つ 
16.移動：ボールを打つ 17.投擲：つぶてを打つ 18.投げ倒す：上手投げを打つ
19.支弁：手金を打つ 20.回転：とんぼ返りを打つ 21.定置：碁を打つ 

































   ②語彙的複合動詞「打ち～」（VV 型） 




















   ② 下の動詞の意を軽くする。 
   ③ 下の動詞の意味を抽象化する。 











   b．思えばわが国において、宗教、文学、芸術、いや学問までもが、一つの新しい世界を  
    打ち開くとき、その先達となった人たちは必ずと言ってよいほど、旅の中にその人生  






















    う。         （『四季の写真』2003 年 8/9 月号（第 9 巻第 4 号、通巻 51 号）） 
   b．打ち重なって散る花びら                                  （『大辞林』第三版） 
    c．日の丸の小旗を打ち振る熱狂的な応援が目に入れば「日本国民の代表として責任を果 
        たさねば」とせかされるものです。それはもう善し悪しを越え、五輪選手の「任務」 
        なんです。                                （『君原健二聞書きゴール無限』2002）  
   d．この四年間打ち続いた不況とインフレの中で、いま一番大きな問題というのは雇用の  













































     食糧、人馬の数量、さらに詳細な地図まで提供した。 









































詞「打ち～」においては、V1 と V2 はどういった関係をなしているのだろうか。また、影山（1993）
は語彙的複合動詞の生産性は V2 に大きく依存し、さまざまな度合が見られると指摘している
が、V1 としての「打つ」は合成語にどう働きかけているかを究明してみる。 
 本稿では、『大辞林』（第三版）から収集した語彙的複合動詞のうちの表 2 に示す 20 語 5）を
対象にし、記述をおこなうことにする。その 20 語は表 2 のようである。 
 
表 2 
打ち上がる 打ち上げる 打ち落とす 打ち返す 
打ちかかる 打ち勝つ 打ち砕く 打ち込む 
打ち殺す 打ち壊す 打ち倒す 打ち出す 
打ち付ける 打ち取る 打ち鳴らす 打ち抜く 








 表 2 の語例の意味記述を観察すればわかるように、V2 は行為全体の目的あるいは結果を表
わすものである。行為の目的・結果に当たる V2 が複合動詞全体の主要部になり、複合動詞の











表 2 の語を分類する。 
（10）a．対象に打撃を与え、移動させる（打撃を受け、移動する） 
     語例：打ち上げる（打ち上がる）、打ち落とす、打ち出す 
   b．相手に打撃を与え、傷害などを負わせ、勝利を求める 
     語例：打ちかかる、打ち返す、打ち勝つ、打ち殺す、打ち倒す、打ち取る、 
                打ちのめす、打ち負かす    
   b’．打撃を受け、負傷する 
     語例：打ち付ける 
   c．対象に打撃を与え、挿入する 
     語例：打ち込む 
   c’．対象に打撃を与え、貫通させる 
     語例：打ち抜く 
   d．対象に打撃を与え、音を放出させる 
     語例：打ち鳴らす 
   e．対象に打撃を与え、破壊する 













   ② 打ちはじめる。  
   ③ 金属塊や板金を槌で打ち延ばして成形し、器物を作る。また、裏からたたいて模様な  
     どを表す。  
      ④ 主義主張や新しい考えなどをはっきり示す。  










（12）壁紙があざやかである。金唐紙といって、金属箔を張った和紙に版木棒を押しあて、唐     












   ② 打って相手のほうに返す。 
    ③ 引いた波がまた寄せる。 
      ④ 古い綿を再生する。打ち直す。 
      ⑤ 田畑の土を耕す。 
      ⑥ ひっくり返す。逆にする。ひるがえす。 









語例 3 「打ち込む」 
（14）① たたいて中に入れる。 
   ② （多く「撃ち込む」と書く）球・弾丸などを相手の陣に入れる。  
   ③ 刀できりかかる。剣道で、相手に打ちかかる。 
   ④ 精神を集中する。夢中になる。  
   ⑤ 人の弱みを的確に突く。急所を突く。  
   ⑥ 囲碁で、相手の陣の中に、自分の石を置く。 
   ⑦ コンクリートを所定の場所に流し込む。  
   ⑧ 野球やゴルフで、球を打つ練習を十分にする。 
   ⑨ 財産を使い果たす。  


















































もわかったように、語彙的複合動詞の場合は、V1 と V2 はいずれも合成語の全体の意味に対し


















     ち合わせて、斧をひっかついで、新しい小屋を建てる木を伐り出しに出かけますよ。 
（世界の文学セレクション 36（11）1994） 
      b．また、資料等の準備が必要な場合には予め打ち合わせておくぐらいの配慮が必要で  









（19）子どもが気おくれせずに教室に入れるように、仲間に打ち解けられるように、教師に協    






























 詳しくは検索サイト http://vvlexicon.ninjal.ac.jp/を参照。 
4）石井（2007）によると、「過程結果構造」が複合動詞の基本的な語構造であり、「語彙接頭辞   
 構造」もそこから派生されたものであるとのことである。 
5）現代日本語として一般的に使われている語彙的複合動詞を表 2 にまとめた。また、語彙複合   
  動詞であるとともに、接頭辞的な用法も混ぜている語例があるが、必要に応じてその用法 
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